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(NUC:2)

都市の世紀における行動への呼びかけ
•生物多様性保護のための国家
計画に最初から地方自治体を
位置付ける

•自然の積極的な未来を計画す
るために都市をエンパワーす
る

•国際機関に投資する
•都市の世紀のための生物多様
性条約をつくる
（NUC:9)



自然の積極的な未来を計画するために
都市をエンパワーする

都市成長の計画は、生物多様性と生態系サーヴィスの価値についての
情報を盛り込むことが必要である。本報告書の「解決策を探究する」
のセクションでは、都市がその成長にかかわる“緑地保全計画”
（greenprints）を効果的に創造する際に用いることのできるツールや
ガイドラインを提示している。こうした緑地保全計画は、生物多様性
や生態系サーヴィスにとって重要な既存の生物圏を保護し回復するに
はどうすればよいか、という点ばかりでなく、同じゴールをめざす新
たな自然的諸特徴（例えば、公園や街路樹など）をどのように産み出
すかをも見通すものである。都市の異なるステイクホルダーによる地
域ごとの選択をふまえて自然の積極的な未来を明確化していくうえで
は、参加的手法が有益だろう。あらゆるレベルの行政府は、生物多様
性の保護のために効果的なプランづくりをすすめるために、都市と大
都市圏域をエンパワーしなければならない。（NUC:9）

Urban Protected Areas の意義
①人間の健康と福祉を増進する。
②都市の居住者に「場所の感覚」（a sense of place）を育む。
③自然の保全に対する都市の支援者層を築く。
④自然と持続可能性について学習する機会を提供する。
⑤生態系サーヴィスを提供する。
⑥気候変動に対するレジリエンスを強化する。
⑦都市の内部における緑のインフラストラクチャーに貢献する。
⑧観光業からの収入によって地域経済を潤す。
（UPA:7）



UPA設定へのナショナル・トラスト的アプローチ

•私たち「公益財団法人トトロ
のふるさと基金」は、1990年
の発足以来今日までの間に、
約11億円の寄附金を頂戴し、
東京都と埼玉県にまたがって
広がる狭山丘陵において65箇
所（約13ha）の森（UPA）を
取得してきた。

•この取り組みを通して周辺自
治体の「緑地保全計画」づく
りへの様々な働きかけも行っ
てきた。

核都市広域幹線道路とトラスト地（UPA）

• 私たちは定款で「狭山丘陵及び
その周辺地域の良好な自然環境
並びに人と自然との調和のとれ
た関わり方を示す歴史的景観で
ある里山や文化財を、ナショナ
ル・トラストの手法を用いて恒
久的に保存する」としているが、
「恒久的に保存」するための
「譲渡不能の原則」は制度化さ
れていない。

• そのほか、トラスト地(UPA)を
保全するための制度的課題は多
い（税制面、農地法、など）。『所沢市都市計画マスタープラン』、2020



トラスト地（UPA）の利用を深化・拡大させる

•保護されたトラスト地（UPA）
を管理しながら、利用（「意
義」の具現化）をどう深化・拡
大させてていくか、私たちはい
まそうした文化的課題に直面し
ている。

•例えば、「場所の感覚」を育む
質の高いツーリズムや学習活動
の実現、それを可能とする人
的・組織的資源の確保は、大き
な課題である。
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